
固定資産見返負債戻入 194¶698¶895 145¶731¶726 55¶536¶054 395¶966¶675 85¶633¶765 481¶600¶440

受託収入 1¶783¶739¶758 706¶083¶409 378¶492¶563 2¶868¶315¶730 14¶508¶935 2¶882¶824¶665

その他 25¶203¶830 11¶315¶282 2¶161¶125 38¶680¶237 144¶027¶749 182¶707¶986

事業損益 14¶807¶459 � 31¶462¶745 56¶965¶140 40¶309¶854 � 941¶594 39¶368¶260

総資産 6¶197¶463¶335 3¶589¶546¶251 2¶145¶833¶376 11¶932¶842¶962 21¶334¶794¶273 33¶267¶637¶235

固定資産 6¶194¶835¶692 3¶588¶753¶811 2¶145¶832¶376 11¶929¶421¶879 20¶013¶216¶999 31¶942¶638¶878

建物 3¶788¶797¶091 2¶923¶299¶618 1¶738¶402¶899 8¶450¶499¶608 2¶166¶054¶934 10¶616¶554¶542

構築物 463¶471¶438 314¶262¶127 196¶784¶744 974¶518¶309 94¶207¶551 1¶068¶725¶860

機械及び装置 1¶022¶755¶550 305¶778¶656 188¶461¶508 1¶516¶995¶714 20¶001¶365 1¶536¶997¶079

土地 852¶838¶921 0 0 852¶838¶921 17¶422¶475¶180 18¶275¶314¶101

特許権 31¶043¶924 42¶301¶968 21¶824¶241 95¶170¶133 67¶986¶463 163¶156¶596

その他 35¶928¶768 3¶111¶442 358¶984 39¶399¶194 242¶491¶506 281¶890¶700

流動資産 2¶627¶643 792¶440 1¶000 3¶421¶083 1¶321¶577¶274 1¶324¶998¶357

７．損益に計上されないセグメント情報は以下のとおりであります。 （単位：円）

研究基盤整備 生命現象解明 新生物産業創出 計 法 人 共 通 合 計

損益外減価償却相当額 402¶337¶059 304¶271¶603 162¶175¶134 868¶783¶796 226¶838¶563 1¶095¶622¶359

損益外減損損失相当額 56¶748 0 0 56¶748 0 56¶748

損益外利息費用相当額 9¶444 0 0 9¶444 0 9¶444

損益外除売却差額相当額 52¶922¶346 2¶422¶015 140¶370 55¶484¶731 20¶976¶519 76¶461¶250

引当外賞与見積額 � 2¶543¶714 � 3¶590¶196 � 2¶057¶924 � 8¶191¶834 � 12¶279¶621 � 20¶471¶455

引当外退職給付増加見積額 80¶100¶197 91¶809¶867 37¶292¶508 209¶202¶572 � 64¶897¶396 144¶305¶176
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１．事業の区分及び内容
\ 研究基盤整備…第３期中期計画に掲げる大課題のうち、「画期的な農作物や家畜等の開発を支える研究基盤の整備」
] 生命現象解明…第３期中期計画に掲げる大課題のうち、「農業生物に飛躍的な機能向上をもたらすための生命現象の解明と利用技術の開発」
^ 新生物産業創出…第３期中期計画に掲げる大課題のうち、「新たな生物産業の創出に向けた生物機能の利用技術の開発」
２．事業区分の名称変更
本事業年度より各事業区分の名称を変更しております。これは第３期中期計画において実施する研究課題に応じたものであり、従来の「バイオリソース」、「ゲノム生体情報」、「バイテク活用」及び「法
人共通」から、それぞれ「研究基盤整備」、「生命現象解明」、「新生物産業創出」及び「法人共通」に変更しております。
なお、研究所における運営区分については、研究課題単位別として変更がないため、事業区分の名称変更による影響はありません。

３．事業費用のうち、法人共通の項目は配賦不能費用であり、研究支援部門の経費であります。
４．事業収益のうち、法人共通の項目は配賦不能収益であり、研究支援部門の収益であります。
５．総資産のうち、法人共通の項目は各セグメントに配賦しなかった資産及び研究支援部門に係る資産であります。
６．前中期目標期間繰越積立金取崩額の各セグメント別金額は、研究基盤整備76¶789¶727円、生命現象解明45¶090¶110円、新生物機能創出24¶908¶063円、法人共通45¶817¶729円であります。
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